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コ イ ノ ニ ア
朝晩が冷え込み、過ごしやすかった秋もも うすぐ終わります。冬の準備はでき

ていますか？身体だけではな く 、心も温か くなるよ うな出来事が増えるといいで

すね！

今月のテーマは、 「賜物を分かち合う 」です。収穫感謝礼拝をおぼえて準備
た ま も の

できるよ うにと、このよ うなテーマを設定しました。収穫感謝礼拝の起源はアメリ

カです。ヨーロッパで迫害を受けたピューリタン （清教徒）たちが、自分たちの信仰の自由
は く が い せ い き よ う と し ん こ う

を求めてアメ リカにやってきま した 。 しか し 、彼らが新生活を始めた土地は、非常に痩せた
や

土地で、翌年の夏までに半数の人が死んでしまうほどの過酷さでした。彼らの大部分は都 『バンドとは、一組、一団のことである。同志社で呼ばれたバンドとは「キ
か こ く

会出身で、農業の知識も経験もなかったのです。そのよ うな彼らを助けたのが、先住民で リスト教の信仰で生涯を生きようと固い約束をした仲間」のことであった。

ある「 インデ ィアン」たちでした。彼らがとうもろこしやまめ、小麦、大麦などの種を分けてくれ、 大正初期に同志社神学校は約70人であった。伊予弁を話す神学生がその
た ね し ん が く せ い

蒔き方、育て方も教えて くれたのです。最初の秋が来て収穫をしたとき、ピューリタンたちは 一割もいた。彼らは松山夜学校出身者で、「松山バンド」と呼ばれた。』
ま か た い ち わ り

開墾地の教会に集まり、感謝の礼拝を献げ、また、家庭にインデ ィアンの友人たちを招き、 『松山城南高等学校創立110周年記念 愛と信仰の詩 初代校長 西村清雄・ハマノ夫妻の生涯』より

か い こ ん ち ま ね

感謝祭の食事をしました。 １ ８ ６ ４年、 リンカーン大統領がこの出来事を記念して、１ １月第 かつて、本校（夜学校）から何人もの生徒たちが同志社へ進学していきました。
だ い と う り よ う

４木曜日を祝日に定めたのです。日本のプロテスタント教会では、１１月の第４日曜日を収 彼らは同志社で学んだ後、海外伝道を志した者、松山に戻って夜学校の
こころざ も ど

穫感謝の日として、野菜や果物を教会に持ち寄って礼拝を守り、その献げものを施設など 教師になった者、教会の牧師となった者、同志社大学の教授となり神学部長
よ さ さ し せ つ ぼ く し

に届けて感謝を分かち合う習慣があります。 になった者など、伝道・教育・社会事業に貢献してきました。
と ど し ゆ う か ん こ う け ん

次号からは、「松山バンド」のメンバーを順番に紹介していきます。

どうぞお楽しみに！

今月の聖句は、パウロという人物がローマの教会の人々に宛てて書いた手紙の一節で
あ

すが、神さまからもらった良い物を分け与えて、力になりたい、と語っていますが、まだ会っ

たこともないローマの人々を思い、願うパウロの心が現れていると思います。

人が人を思う心は冬の寒さを吹き飛ばす温かさです。私たちも、私たちに与えられた「賜 2人はこの日初めて出会いました。たまたま、調理実習で出た生ゴミを捨てに行こうと大きな

物を分かち合う 」ことで、身体だけではなく、心も温かくなるような日々を一緒に過ごしていき ゴミ袋を重たそうに運んでいた調理科1年生と、たまたま、練習が休みの日なので受験勉強をす

ましょう。 るため早く寮に帰ろうとしていた3年の部活動生が、校内で偶然出会ったのです！いつも鍛えて
ぐ う ぜん き た

いる力持ちの3年生が、軽々と大きなゴミ袋を持って運んでくれ、名前も知らないその先輩のあ

とをついて行く1年生。松山学院の生徒は、本当に心優しく協力して取り組

今月の聖句にも出てくる 「賜物（たまもの） 」 という言葉は、ギリシア語で ca,risma という単 む こ と が で き ま

語です。実はこの単語、 「カ リスマ 」と発音し、ギ リシア語の辞書には 「恩恵の賜物」という す。このコンポス
お ん け い

意味が記されています。一般的には、 「有名人」とか「人気者」を指す言葉として、 “カリス トでできた堆肥で
た い ひ

マギタリス ト ”や“若者のカリスマ的存在”というよ うな表現で使われますが、もともとの意味 作った野菜はきっ

は、 「誰もが持っている神さまからのプレゼン ト （賜物） 」＝「誰にでも “カ リスマ”はある 」とい と、おいしくて栄

うことなのです。神さまからいただいた自分だけの特別な「カリスマ」を信じて、堂々と生きて 養満点に違いあり

いきましょ う！ ません！！

月の予定

月間聖句 「あなたがたにぜひ会いたいのは、 “霊 ”の賜物をい く らかでも分け与え
げ つ か ん せ い く

て、力になりたいからです。」（ローマの信徒への手紙1:11）

月間テーマ 「賜物を分かち合う」

19日（金） 収穫感謝礼拝

野菜や果物などの秋の収穫物を持ち寄って礼拝を守ります。献げられた収

穫物は、福祉科が実習でお世話になっている施設にお届し、恵みを分かち合

います。また、献金のご協力もお願いします。被災地支援のために用います。

松山学院ものがたり ＃０７ 松山バンド（同志社で学んだ先輩たち）

聖書・キリスト教の漢字～これなんて読むの？～ ＃０７ 「賜物」
せ い し よ き よ う か ん じ よ

「あなたがたにぜひ会いたいのは、 “霊”の賜物をい くらかでも分け与えて、

力になりたいからです。」ローマの信徒への手紙１：１１

☆今月の「喜ぶ人と共に」大賞☆ コンポストの出会い
こ ん げ つ よ ろ こ ひ と と も た い し よ う


